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2027年２月期第２四半期（中間期）の連結業績予想と実績との差異 

および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2026年４月９日に公表しました 2027年２月期第２四半期（中間期）の連結業績予想と実績値と

の差異が生じましたので、お知らせいたします。また、最近の業績動向を踏まえ、2027年２月期

通期の連結業績予想の修正について、下記の通りお知らせいたします。 

記 

１．2027年２月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値との差異 

（2026年３月１日～2026年８月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

119,000 
百万円 

4,600 
百万円 

4,800 
百万円 

2,800 
円 銭 

43.26 

今回実績（Ｂ） 121,494 5,782 6,222 3,810 58.96 

増減額（Ｂ-Ａ） 2,494 1,182 1,422 1,010  

増減率（％） 2.1 25.7 29.6 36.1  

（参考）前期実績 
(2026年２月期中間) 110,446 4,438 4,802 2,644 40.87 

 

２．2027年２月期連結業績予想の修正（2026年３月１日～2027年２月 28日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

242,000 
百万円 

8,500 
百万円 

8,800 
百万円 

4,900 
円 銭 

75.71 

今回修正予想（Ｂ） 248,000 10,000 10,400 6,000 92.85 

増減額（Ｂ-Ａ） 6,000 1,500 1,600 1,100  

増減率（％） 2.5 17.6 18.2 22.4  

（参考）前期実績 
(2026年２月期通期) 225,667 8,089 8,803 4,665 72.08 
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３． 差異および修正の理由 

 当第２四半期連結累計期間（中間期）につきましては、賃上げによる所得環境の改善が見られた

一方、物価高やコスト上昇が継続し、先行き不透明な環境が続きました。このような状況のもと、

吉野家における独自価値を高める商品施策や各種キャンペーン等の客数獲得施策が奏功したほか、

デジタル化の推進や各事業での店舗拡大により、連結売上高は前回予想を上回りました。コスト面

では、原材料費や人件費等の上昇が継続したものの、増収に伴う適正なコスト管理や経営効率化に

努めた結果、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する中間純利益につきましても、前回予想を

上回りました。 

 

第３四半期以降につきましても、引き続き客数獲得に向けた各種施策を展開してまいります。コ

スト面では更なる原材料費や人件費等の上昇が見込まれ、収益への影響を受ける見通しですが、当

第２四半期（中間期）の実績を踏まえ、2027年２月期通期連結業績予想を上記のとおり上方修正す

ることといたしました。 

 

（注）業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は

今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


